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新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

新型コロナウイルス感染症　相談からPCR検査まで

新型コロナウイルス感染症の影響に対する生活支援として、｢特別定額給付金｣ の対象外となった新生児の子育てを行
う家庭に対し、新生児1人につき10万円を給付します。新たに生まれた子どもたちを市民のひとりとして歓迎するとと
もに、子育て家庭を応援していくものです。
対象者
令和2年4月28日から12月31日までに出生し、申請日時点において、鶴ヶ島
市に住民登録がある新生児
申請者（受給者）
新生児の保護者で申請日時点において、鶴ヶ島市に住民登録がある方
給付額
新生児1人につき10万円
申請方法
新生児の出生後、こども支援課窓口で手続きを行う際に、給付金の申請をお
願いします。
申請期限
令和3年1月29日（金）まで

相談・受診の目安　　以下のいずれかに該当する場合には、すぐに相談してください。
①息苦しさ(呼吸困難)、強いだるさ(倦怠感)、高熱などの強い症状のいずれかがある場合
②重症化しやすい方(※)で発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状のある場合
　※　�高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患(COPDほか)などの基礎疾患のある方や透析を受けている方、免疫抑制剤や抗

がん剤などを用いている方、妊婦の方
③上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が4日以上続く場合

海外渡航歴および濃厚接触がある方の相談窓口
■帰国者・接触者相談センター（坂戸保健所）　☎283・7815　5284・2268

総合的な相談窓口(24時間対応)
■埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター　☎0570・783・770　5048・830・4808
■外国人向け相談ホットライン（埼玉県国際交流協会）　☎048・711・3025

検査機関

陽性が判明し
た方には坂戸
保健所の指示
にしたがって
いただきます

PCR検査相談・受診
電話で確認のうえ受診

鶴ヶ島市・坂戸市医療機関
(かかりつけ医)
診療・治療

医師が必要性を判断しPCRセンターを
予約・紹介します

検体採取
紹介状のある方のみ

坂戸鶴ヶ島医師会
PCR検査センター
(ドライブスルー方式)

マスクを着用し、自動車で受
診していただきます

問合先　新型コロナウイルス対策支援室

新生児に10万円を給付します
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自主防災組織を設立しませんか

問合先　安心安全推進課防災担当

自
主
防
災
組
織
と
は

　
地
域
住
民
が
自
主
的
に
防
災
活

動
を
行
う
組
織
で
す
。
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
、
自
助
・
公
助
の

役
割
の
大
切
さ
や
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
常
時
は
、
防
災
備
蓄
物
資
や

連
絡
体
制
な
ど
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
で
防
災
訓
練
や
救

命
講
習
を
実
施
す
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
防
災
知
識
を

深
め
、災
害
発
生
時
に
備
え
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
、
初
期
消
火
や

救
出
救
護
、
避
難
誘
導
、
情
報
の

収
集
・
伝
達
な
ど
の
防
災
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
80
自
治
会
の
う

ち
、
42
自
治
会
で
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
ぜ
自
主
防
災
組
織
が
必
要
か

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
消
火
、
救
急
、
救
助
な
ど
の

要
請
が
殺
到
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
防
災
関
係
機
関
の
対
応
が
限

界
に
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

で
も
、
市
役
所
自
体
が
被
災
し
、

機
能
し
な
い
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
大
規
模
な
災
害
で
は
、
市
内

全
域
が
被
災
地
と
な
り
、
多
く
の

住
民
が
被
災
者
と
な
り
ま
す
。
大

規
模
災
害
を
乗
り
切
る
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
自
ら
の
手
に
よ
る
初

期
消
火
活
動
や
被
災
者
の
救
出
救

護
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営

な
ど
、
自
主
的
な
防
災
活
動
が
大

変
重
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
検
討
し
て

い
る
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
設
立

を
検
討
し
て
い
る
自
治
会
向
け
に

講
座
の
開
催
や
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
組
織
を
設
立
し
た
い

が
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
、
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り

講
座
を
開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
を
設
立

し
た
場
合
、
そ
の
活
動
に
必
要
な

防
災
資
機
材
な
ど
の
整
備
に
対

し
、
１
回
に
限
り
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

補
助
額
　
基
準
額
と
加
算
額
を
足

し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
対
象
経

費
の
３
分
の
２
以
内
の
額
を
補
助

基
準
額
　
５
万
円

加
算
額
　
１
５
０
世
帯
か
ら
１
世

帯
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
円
を
加

算

開始100年の国勢調査、はじまります～国勢調査2020～

問合先　政策推進課統計担当

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
未
来
を
つ
く

る
た
め
に
最
も
重
要
な
調
査
で
す

　
国
や
地
方
公
共
団
体
が
正
確
な

統
計
に
基
づ
い
て
、
公
正
で
効
率

的
な
行
政
を
行
う
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
方
に
漏
れ
な
く
、
正
確
な

回
答
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
令
和
２
年
国
勢
調
査
へ

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
対
象

　
10
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
む

す
べ
て
の
人
・
世
帯
が
対
象
で
す
。

住
民
登
録
が
な
い
方
、
外
国
籍
の

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

９
月
上
旬
よ
り
調
査
員
が

調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
と
し
て
非
接
触
型
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
書
類
は
ポ
ス

ト
に
投
函
し
、
回
答
は
原
則
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
ま
た

は
郵
送
回
答
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
の
問
合
先

●
総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０・０
７・２
０
２
０

９
月
７
日
㈪
～
10
月
31
日
㈯
８
時

～
21
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も

利
用
で
き
ま
す
）

※
　
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は
、

☎
０
３・６
６
３
６・９
６
０
７
へ

●
市
国
勢
調
査
窓
口

☎
２
２
７・３
３
９
１（
直
通
）

９
月
10
日
㈭
～
10
月
20
日
㈫
９
時

～
20
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、

９
時
～
17
時
）

国
勢
調
査
員
を
よ
そ
お
っ
た｢

か

た
り
調
査｣

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
調
査
員
は
、
そ
の
身
分
を
証
明

す
る
「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
金
銭
を
要
求
し
た
り
、

銀
行
口
座
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
に
思
っ
た
際
は
、
担
当
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

HPはこちら




